第５１課　  　神様の祝福を知らなかったラケル　(創30:1～24)
　　信徒は必ずいくつかの意味を創世記から見つけなければなりません。創1:27,28の祝福とその
祝福を失った背景である創3:1～20と、回復する奥義である創3:15を知ってこそ救われて、その意味を味わうときに力が現れます。必ず知らなければならない意味と祝福とは何でしょうか。
（１）創1:27,28（２）創2:17（３）創3:1～20（４）創3:15（５）創6:14～20箱舟を造った理由とその祝福（６）アブラハムを召された目的（７）イサクを祝福された理由（８）ヤコブに恵みと苦難を与えられた理由を知らなければなりません。
１．その理由
（１）偶像からの救い
（２）家族の救い
（３）祝福を味わうことと証拠（伝道）
（４）世界を生かす宣教
　　　このような使命が創世記で与えられました。これを知らなかったために多くの苦難を受けました
２．この祝福を知らなかったラケルと妻たち
（１）ねたんで家庭を複雑にしました（創30:1）
（２）人脈を作るために奴隷をそばめにしました（創30:3～5、30:10）
（３）財産を得るために争い
（４）ヤコブの人間主義と争い
（５）複雑な家庭
３．結果
（１）兄弟の間に不和が生じました
（２）家庭に事故が絶えませんでした（不和、ディナの事件、ヨセフの事件）
（３）ヤコブは一生をだまされて生きるようになりました
４．神様は選んだ民にご自分のみこころを成し遂げられ、苦難と問題を通して神の国を完成されます
（１）12部族の構成
（２）レビ、ユダ、ヨセフのような大きな人物を与えられました
　　　※ダビデは罪を犯したのちに、苦難を経験しましたが、神様のみこころは成し遂げられました
５．信徒が使命を悟ると神様の働きが現実の中に現れます
（１）４つの目的を知れば、すべての門が開かれます
（２）召された使命を知れば現実の中で勝利
　　　①創39:1～6　　　②創22:1～13　　　③創32:22～32　　④エペ1:3,10　　⑤エペ1:17～19
